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利尻町立博物館所蔵標本と新たに採集された標本
から，利尻産ミノガ科およびヒゲナガガ科の２科３
種について報告する．これら３種についてはこれま
で本島からの報告がなかった種と思われる（北海
道旭川西高等学校生物部，1960；酒井・花谷・小
沼，1968；高橋，1969；神保・谷口，1971；楠，
1975；伊東，1980；倉田・西澤，1993；楠・佐藤，
1995，など）．

採 集 さ れ た ミ ノ ガ 科 の キ タ ク ロ ミ ノ ガ
Canephora pungelerii は，利尻富士町鬼脇字南浜
の車道と歩道の段差の壁に付着しているミノが発見
され，室内で羽化させたものである．３個体中２個
体のオスが羽化したが，１個体は採集日から一月以
上経っても蛹化・羽化しなかった．

ヒゲナガガ科は島内では登山道沿いの花など
に集まっているところを目にすることが多く，
楠（1975） で は カ ラ フ ト ヒ ゲ ナ ガ Nemophora 
karafutonis が既に報告されており，本報告を含め
合計３種が利尻島から確認されたことになる．

調査にご協力いただいた佐藤里恵さん（利尻町沓
形），宮本誠一郎さん（礼文町香深）にお礼申し上
げる．
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ミノガ科　Psychidae

01. Canephora pungelerii (Heylaerts, 1900)
キタクロミノガ

2M, Minamihama, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2013.vi.25 (emerged 2013.vii.4), R. Sato 
leg., RTMLp198-199.

ヒゲナガガ科　Adelidae

02. Adela reaumurella (Linnaeus, 1758) 
ミドリヒゲナガ

1F, Himenuma-Ponyama, Oshidomari, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 1992.vi.16, M. Satô 
leg., RTMLp200.

03. Nemophora staudingerella (Christoph, 1881)
ウスベニヒゲナガ

1M2F, Mt. Rishiri, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 1991.vii.17, M. Satô leg., RTMLp201-202.
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